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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散逸のため断片史料としてのみ伝わっている場
1・はじめに　　　　　　　　合もある。しかし残って、、る史料は貴重である。
　出生前後に有機水銀曝露を受けたと推定される人　　　　　できる限り言及の対象とした。
たちの40年後の人格像研究に、臨床心理学的立場か　　　　2．民俗学的史料は、地域に受け継がれてきた伝承
ら取り組んでみて、検討すべき新たな課題に気がつ　　　　　に基づいていることもある。この場合、引用文
いた（佐藤・齋藤　2007）。　　　　　　　　　　　　　　　　　献等の記載が定かでなくても、出所が不明でも、
　それは次の世代に、この有機水銀曝露の影響がい　　　　　他史料からおおむね事実が裏付けられる場合は、
かに受け継がれるかの疑問を読み解くためには、わ　　　　　その論述は取り上げてみた。
れわれの祖先たちの水銀との交流を知ることから始　　　3．史料には、水銀被害に論題を絞った、まとまっ
めなくては、その結果、それら人，々の心身に傷害が　　　　　た記述はほとんど見当たらない。各種の論述に
起きていなかったかの史料検討が必要と調査計画を　　　　　含まれている僅か数行をつなぎあわせることが、
立ててみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この検討のほとんどである。したがって、史料
　この文献調査は一部公表してあるが（佐藤・齋藤　　　　　の質の均一化には難しい一面があった。
2007；佐藤　2008）、その後、調査に進展を見たので、　　　4．本稿内の論及は、複数の史料から支えられてい
現在までに入手した史料を通覧する。尚、前論文　　　　　ることを優i先した・しかし、何分にも1200年以
（佐藤　2008）に収載した図「水銀汚染のクロスロー　　　　　上前の史料も含まれている。それらの保存状態
ドを展望する」に、今回あらたに言及した内容を加　　　　　は厳しい。
筆し、［図1］として示した。　　　　　　　　　　　　　5．古い史料であっても、現代科学の手法で確かな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推論の行えるものもある。この推論の結果は貴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重なものである。主観的印象的推論とは分けて
　皿・古代史料と現代の人間科学的検証法の　　　　　考えなくてはならない。
　　接点のとりかた　　　　　　　　　　　　　　6．史料検討をつめてゆくと、最後に空白域が残さ
　水銀に関する文献史料は、史的・民俗学的・古代　　　　　れる。これを推論する作業の行き過ぎに注
医術的・化学的・文学的・美術史的分野など多方面　　　　　意しながら、研究者の自由心証（佐藤　2004）
から集まってきた。それぞれの学の研究手法は尊重　　　　　により論旨をつめてみた。裁判過程において使
されねばならないが、今回はその知見を疫学的（特　　　　　われる推論法の人間科学的研究論理への適用で
に水銀による後遺障害）・人間科学的立場から、以　　　　　ある。
下の読み方とすることとした。
1．古代の史実の現在的検証は、各史料を推論的に
　　読むことが必須のこともある。また史料本体の
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図1．水銀汚染のクロスロードを展望する皿（佐藤　2009）
フィンランド、渡り鳥の卵（1970）スウェーデン、魚（1972）
　　　　　　　　　アドリア海セイシェル、魚（2001）
吉林、魚（1978）　水俣、新潟
薩i摩に唐船・水銀を輸入　AD160g　　ADI500頃　伊勢．軽粉製造釜元のこと
「抱朴子」と練丹術　AD300？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群馬県・浄法寺出土土器片　　0．0126％　　日田市ガランドヤ古墳　　　O．035％　皿．日本史料における水銀の登場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分市・延命寺古墳朱片　　　1．77％　　　　　同　神来出土甕棺　　　3．23％
　今までの論文ですでに指摘したが（佐藤・齋藤　　　　香川県・前の原出土箱型石棺O．1759e　　同同頭蓋骨塗布朱　3．56％
2007）、縄文時代出土資料（亀ケ岡出土・折本貝塚出　　　　　　　　同土師器片　O．032％　　同切畑出土石棺　　α03％
土・本屋敷遺跡出土）から水銀朱使用の状態は確認　　　　奈良県道明寺古墳内の朱　82・5％　　　同同頭骸骨塗布朱　α35％
されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天神山古墳の朱　　51・6％　佐賀市・西隈古墳　　　O・018％
　また弥生時代の装飾古墳内に塗られた朱などが、　　　＊細『丹生の研究』P34～35384～386の記載から（佐薩理）
明らかに硫化水銀系（HgS）であることが、以下の　　　　一方、わが国文献資料上の水銀・辰砂・アマルガ
古墳内出土資料の分析から判明した（松田　1970）。　　　　ム記載の初見には諸説がある。高浜（1957）は、“日
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本書紀の記録から、AD552年の百済聖明王から釈迦佛　　　　　いったいこれだけの大事業にどれだけの人員が必
金銅像が献ぜられた際、「西蕃の献れる佛の相貌端侃、　　　要だったのだろうか。「東大寺要録・巻二」には、材
全く未だあえて看ず」と欽明帝がおおせられた”と　　　木知識51590人、役夫1665071人、金知識372075人、役
する記事を引用し、これが金メッキされた仏像の本　　　夫514902人がこの事業に参加した延べ人員であると
邦への初めての流入としている。　　　　　　　　　　　　記してある。このうち「知識」と称している人たち
　ではわが国で金メッキの施された造佛はいつであ　　　は無償技術奉仕者、「役夫」は賃金をもらっていた
ったかと史料上から探してみると、AD591金銅二腎観　　　（内藤1974）。
音、AD594金銅一光三尊釈迦如来の二体にめぐり合う。　　　　これらの人たちはいかなる作業に従事していたの
特に後者の銘には「甲寅年三月二六日　弟子三延孫　　　であろうか。松田（1970）は古代中国史料『天工開
奉為現在父母　敬造金銅釈迦像一躯」と“金銅”の　　　物巻下・丹青編』およびわが国の遺跡出土品の考究
文字が刻まれている。日本書紀（AD720撰進）よりも　　　から、古代における辰砂から水銀への蒸留作業を検
古い“金銅”文字の使用と思われ、高浜（1957）は　　　討した。また市毛勲（1982）は、天然辰砂（朱砂）
現在の保存状態（腐食の程度）から、良質な金メッ　　　は常温ではアマルガム反応がおきないこと、水銀の
キ（アマルガム法）処理があったと推定する。　　　　　　沸点は357度である。辰砂をそれ以上に熱すると、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徐々に解けて気化水銀と亜硫酸ガスに分離する。そ
　N．東大寺大佛建立と鍍金　　　　　　　　　　　のガスを竹管で導き水中をくぐらせ冷却し水銀を得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たと推定する。得られた水銀は、その後、金と合わ
　天平15年（AD743）、聖武帝より大佛鋳造の詔が発　　　　せられ金アマルガム（滅金）となり仏体に塗られ、
せられる。鋳造はAD745年より8段に分けた鋳込みと　　　内側より木炭などで熱せられ空中に放出された。す
鋳繰りの手法により行われ、AD749年に本体部が完工　　　なわち、辰砂から仏体に塗られ木炭で熱せられる過
した。『大仏殿碑文』に「尽国銅而鋳像削大山以構堂　　　　程までに、2回の水銀の気化作業を経ていた。この
…」と記されている。その工法は周囲に山を築いた　　　事実は水銀曝露の人体への影響を考察する際、見逃
後、中央部を掘り下げ、そこに木組みを作り粘土砂　　　せない論点である。
を張り、その隙間に熟銅を流し込み、次第に上へと　　　　荒木宏（1959）によれば、“仏像最下層の蓮弁部分
鋳造していったと考えられている（荒木　1959）。鍍　　　の鋳造に、一度に約300貫の熟銅が必要であった。当
金はAD752より開始されたが、数ヵ月後に大佛開眼供　　　　時の技術では150～200基の溶解炉を鋳造位置の周囲
養が行われた。なぜこのように急いだのか、諸家に　　　に同時に設置する必要であった。溶解炉から昼夜を
より種々推論されているがここでは触れないことに　　　問わず製錬ガスが放出されていた”と推論する。ま
する。鍍金の完了は5年後であった。鍍金の段取り　　　た、この大仏に使われた鋳造銅の成分分析から、硬
は、まず仏体の鋳張りなどを落とし表面を平滑にし、　　　度調節のためと思われる砒素成分の混入を確認した。
彫刻し鍍金したがこの作業は数回繰り返されたとい　　　本体鋳造はAD747年に開始されAD750年に完工した。
う。『延暦僧録』（AD788）によると金と水銀の比は、　　　尚、この鋳造鋳型の製作・工程については香取秀真
約1：5であった。なおこの大仏鍍金手法の再現を　　　（1915）の解説もある（小林　1962）。この3年間、奈
石野・荒木は行い、この配合比率と仕上げの手法を　　　良盆地は砒素ガス等の大気汚染を受けていた。金ア
実験的に検討した（荒木1959二石野1977）。　　　　　マルガム塗布と加熱は、引き続いてAD752年から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AD756年までの約5年、本体鋳造期間の約2倍の年月
　　　　　東大寺要録　　　延暦僧録　　　延暦僧録　　　　を費やして行われ、奈良盆地は今度、気化水銀を中
　　　　　大仏殿碑文　　　聖武帝伝　　東大居士伝　　　　心とする環境汚染に見舞われた。
銅　　　　4°1911斤　45°°7°斤　　この水銀量をトン単位で鱒してみると、水銀
熟銅　　　　739560斤　　　391038斤
錬金　　　　10436両　　　4187両　　　　　　　　　　58620両は約2・5トンとなる。作業のスピードが一定と
滅金　　　　　　　　　　25134斤　　　21124斤　　　　仮定すると年間約0・5トンである。鈴木一舟（2000）
　錫　　　　　　　　　　　　　　　　　ll23両　　　　は、このトンへの換算値は0．8トン（鍍金作業年数を
しろめ　　　12618斤　　　　　　　　　　　　　　　　3年とすると）であるとする。そして、これが蒸散
水銀　　　　58620両　　　　　　　　　　　　　　　　して気体になると、1気圧で89立方メートルに達し、
木炭　　　　16656斜　　　　　　　　　　　　　　　　　これが10PPmの濃度で大気中に拡散すると890万立方
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メートルと試算し、明らかに生物が住める環境では　　　奔亡するもの多し、禁ずといえどやまず」、同じく和
ないと推論した。果たして当時の人々がこの状況下　　　銅五年（AD712）には「諸国の役民、郷に帰る日、
で生活していたか、水銀の利用法の精査（他の仏　　　食根耐え乏しく、多く道路に餓う、溝硲に転填する
具・建物内部の装飾用に使われていなかったか）を　　　もの、その類少なからず」と、労役に従事したもの
含めてこの一連の数値（東大寺要録など）の是非に　　　達の死に至る帰路の悲惨さを憂い、詔を発している
ついて検討が必要と思われる。　　　　　　　　　　　　　（宇治谷1992）。
　この奈良大佛鋳造により起因したと言及する心身　　　　聖武帝在位前後の奈良盆地は、大仏造営に伴う人
の障害についての各史料は、出典のしっかりしたも　　　口増加、および天候不順による不作のため、物価の
のが少ない。しかし、現代科学の知識からの推論で　　　上昇が激しかった。大仏造営前の和銅四年（AD711）
確認される、水銀汚染の状況と思われるものも多い　　　の米1升O．3文の相場は、開眼供養の前年（天平勝宝
（三浦　1978：田中八郎2004：内藤　1974）。　　　　　　三年・AD751）には一気に17倍の5文、宝亀元年
　翻って、NEDO海外レポート（NO．992；2007．1．10）　　　（AD770）には60文に高騰した（坂本　1960）。
『石炭火力発電所からの水銀排出の抑制（米国）』に　　　　橘奈良麻呂の乱（AD757）は、このような情勢抜
よると、現在、米国の石炭火力発電所から年間空中　　　　きには考えられないことであった。反乱は失敗した
に放出される水銀量は48トンであること、同様に中　　　が『続日本紀』宝字元年七月四日の「東大寺造営の
国では各石炭燃焼産業から年間200トンの排出が行わ　　　　ため、人民苦辛し、氏々の人々も亦是憂いとなす、
れているという。水銀の大気への放出は、奈良時代　　　天下憂苦して、居宅定まるなく、乗路契叫して、怨
とは比較にならない規模で拡大している。尚、現代　　　嘆実に多し」の申し開きは、当時の情勢の緊迫感を
における水俣病・新潟水俣病に関する言及は、本論　　　　見事に伝えている。
の論及の範囲の外側にあると考え、触れないことと　　　　このような当時の状況は、万葉集（AD760）から
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も読み取ることができる。たとえば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿本朝臣人呂、「香具山の屍を見てかなしびて作れる
　V．大佛建立に従事した工人たちと平城京　　　歌（426）」
　　の生活環境について　　　　　草枕旅のやどりに誰が嬬か国忘れたる家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　待たまくに（意訳：～きっと故郷の人たちは、あな
　この事業に携わった工人たち生活について、まと　　　たの帰りを待っているのに、ここでそのまま草枕を
まった記録は確認されていない。散在する史料を読　　　続けるのですか）
み合わせてみると、　　　　　　　　　　　　　　　　　また「乞食者（ほかひひと）の歌（3886）」を意訳し
　『造金堂所解』には、大佛本体に関する工人数を　　　　てみると（難波の江に庵を作って隠遁しているこの
　銅物工　13743人　物作工　1262人　火作工　249　　　蟹の私に、帝から呼び出しがあった。何か芸でも所
　人　真作工　517人　研磨工　296人　堺打工　　　望かと飛鳥の宮に駆けつけたが、粗末な扱いを受け、
　94人　金塑工　　76人　魚子打工　3人　　　　　　　　挙句の果て塩を塗られて食べられてしまった）であ
と詳しく記している（河本　1949）。　　　　　　　　　　る（武田　1956）。この歌は当時の使役に狩り出され
　また『続日本記』天平勝宝元年十二月（AD749）　　　た人々の本音を、蟹にたとえて歌ったとして名高い。
の条に「施東大寺封四千戸　奴百人　女卑百人」の記　　　　当時、平城京には約10～15万人の人たちが居住し
録が見える。古代の奴隷二百人が求められた時期は、　　　ていた。そのうち史料に名を残した人たちは、多く
大仏に鍍金が開始される直前であった。　　　　　　　　　見積もっても約1200人と推定されている。平城京の
　当時の都の工人たちの生活状態の悲惨さは、以下　　　宮殿は条理の整備された盆地の北辺に作られた。多
のような史料からうかがうことができる。たとえば　　　くの寺院は盆地を囲む丘陵地に建立された。諸国か
AD758に発令された養老律令には「宮閾に近くして、　　　ら集められた工人・役夫は盆地の中心部の湿地帯に
臭悪のものを焼き、および巽声を通ずるを得ざれ」　　　集まった。盆地は西に流れる大和川一本に排水・糞
とある。すなわち「泣きながら悪臭を出すものを焼　　尿・屍体処理（水葬）すべてを依っていた。悪いこ
く」とは死体の野焼きを法律で禁止しているのであ　　　とにこの大和川は生駒山脈を越えるところに、有史
る。時期がやや前後するが、『続日本記』の和銅四年　　　　以来、約90年間隔に地すべりを起こす難所（亀の瀬）
九月　（AD711）には「諸国の役民、造都に疲れ果て　　　　を持っていた『大和川流域委員会資料他』。時が来る
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と川はせき止められ盆地西側は堰湖となった。工人　　　らうと。そして赤土を出し賜った。その土を天の逆
達と家族は、この災害にも遭遇したと思われる（田　　　鉾に塗って神の船の前後に立て、御船の裳と兵士の
中八郎　2004）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　着衣を染め、また海水を掻き濁してわたりなされた
　河本（1949）は、「これらからしても、天平時代の　　　　とき、底くぐる魚も、高く飛ぶ鳥どもも行き来せず、
自然的環境・社会的環境が不安身に迫るものであっ　　　前をさえぎることもなかった”と記す（吉野2000）。
たことを知り得る。かくのごとき環境に於いて、知　　　松田（1970）はこの記録に言及して「底くぐる魚。
性はいまだこれに対応すべき科学的技術をもたず、　　　高く飛ぶ鳥どもも行き来せずとの現象は、それこそ
その依拠するところは窮極において仏教のほかはな　　　朱砂ないしアマルガムに熱を加えた場合の、水銀ガ
かったのである。一切の自然的・社会的不安を、天　　　スの猛毒についての知識が基礎になっているに違い
皇ご一身の不徳の致すところとして詔を発し、～盛　　　ない」と、当時、すでに水銀の毒性が周知されてい
んなる写経と造寺・造佛などにおいて環境（状況）　　　たと推論した。
を打破されようとした。当時の仏教は精神的救済の　　　　これに関連して、尾畑（1968）は“古くは原鉱の
哲学であるばかりでなく、社会と自然に向かって対　　　朱砂の類を灼熱し、その際発生する水銀蒸気を冷却
決する拠り所であった」と記す。　　　　　　　　　　　して製したのであるが～、蒸気を発生するごとき処
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理法を経た一時期の存したことは想像に難くないと
V［・　’ii！i’代史料か鵬障害者と水銀の関係　灘象鑛瀦讐罐搬を需蔭
　　を探る　　　　　　　いよう臆することが腰とさ照、る・と論じ、
　この節を論ずるにあたっては、尾畑喜一郎の『古　　　文楽の「白湯くみ」の役柄は、舞台で師匠が飲む白
代文学序説』（1968）の存在に、まず感謝したい。そ　　　湯に水銀を入れられて声がつぶされた事件が再三あ
の概要についてはすでに言及したが（佐藤・齋藤　　　ったためと付言している（金沢康隆「俳優の周辺」
2007）、ここで再度、他史料と合わせて検討を試みる　　　より）。
こととする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続けて尾畑は“化学的知識には凡そ縁遠い古代人
　心身障害についてのもっとも古い史料としては、　　　にとっては、かかる悲劇の突然の発生は不思議以上
日本書記・垂仁記二十三年（BC　3）に「轡津別王是　　　の何物でもなかったに違いない。自分たちの仲間か
生年既計、髭髪八掬、猶泣如児、常不言何由　」と　　　ら何のいわれもなくこういった言語障害者が出現し
30歳になっても子供のように泣いて何も話さない皇　　　てきた場合、彼らはいかなる思いでこれを迎えたで
子が、1ヵ月後、「皇子仰鵠日　是何者耶　天皇則知　　　　あろうか。蓋し神と共にあった古代人にとって巫女
皇子見鵠得言而喜之　～　誉津別命　弄是鵠遂得言　　　　戸童の夢幻悦惚裡に口走る口調と、寸分違わぬ口腔
語」、“くぐいを見てあの鳥は何かと皇子が突然問わ　　　異変者は、一種畏怖の感を抱かせるに十分であった。
れた。天皇は早速あの鳥くぐいを臣下に捕まえるこ　　　～朱砂採鉱族であった伊勢佐那造（日本書記開化
とを命じた。皇子は捕らえられたくぐいと遊んでい　　　記・BC100）の一門には、このような言語障害者が断
るうちに、言葉が完全に回復した。天皇はたいそう　　　続的に出現し、神人として迎えられた”と指摘した。
お喜びになった”と記している。また天智記七年　　　　平城京から平安京初期にかけての時代は、災異思
（AD668）には『建子唖不能語』と言語障害の皇子の　　　想・怨霊の蹟雇を祈祷で鎮めることが隆盛していた
記録も取り上げることができる（坂本　1967）。確か　　　（武光　2000）。このことと尾畑文献の中の障害を持
に垂仁記の頃までさかのぼると、この記載年を西暦　　　　った人たちの神への祀り上げ、また丹生神社の問題
に簡単に変換することの是非が問われるが、現代的　　　（松田　1970）などを、あわせて再考することが必要
な推論では前例は『心因性かんもく』または『昏迷　　　であるとすでに述べた（佐藤・齋藤　2007）。
状態』からの回復であったのではと推考される。　　　　　　なぜ、これほどまでに神格化が必要であったのか。
　ここで水銀の問題に再び焦点を絞ることにするが、　　　以下のように尾畑（1968）は日本書紀・続日本記・
辰砂を水銀に精錬する技以前に本邦では朱の利用が　　　風土記等から、障害の状態と神格化について引用する。
あった。遺体に朱を塗り葬る風習がすでに存在した。　　　　　歩行障害者、いちさる動作・片足とび、一脚神
　『i播磨風土記』（AD715）は“～たくぶすま（白裳）　　　　　言語障害者、唖神・水かね（水銀）の神
新羅の國を丹波（赤土）でもって平伏したもうであ　　　　　視力障害者、片目神・鍛冶職の神
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　　皮膚障害者、火傷神・金鋳護神・日下部の神　　　　　　　AD　1609　薩摩に唐船十艘が来る。荷物に水銀があ
　　　　　　　　（目弱王）　　　　　　　　　　　　　　　　　った。『通航一覧』
　　重複障害者、独眼隻脚の神・歩行障害と言語障　　　　AD　1729　長崎に入港した南京船が水銀千八百三十
　　　　　　　　害の重複→丹生神　　　　　　　　　　　　　斤を積んできた。『同上』
　　小人・株儒・1委人、雷神・稼れを吸い取る異能　　　　このように一時期、中国の蓬莱観による影響で水
　　　　　　　　者・小彦名命　　　（佐藤整理記載）　　　銀が輸出されていたこと、その後、逆に輸入されて
　彼らは一族の係累者から守護神として崇拝を受け　　　いたことはあまり知られていない。
た。古代史料の中にこれら障害者の存在を、朝廷の　　　　　7世紀から10世紀にかけて、遣階使・遣唐使の渡
まつりごとと併記して残した。数少ない記載の中に　　　海や渡来人の増加により、多くの文物や漢籍、国作
採用され篤く取り扱われたことは注目される。この　　　りのためのノウハウがもたらされたが、水銀との関
ことは怨霊思想の対象として、当時の障害者の常な　　　連では中国医術の伝来が始まった。
らぬ発生についての為政者の困惑・たたられるので　　　　　『医心方』（AD984）は当時伝来した医術漢籍をま
はないかとの恐れがあったと推考できる。　　　　　　　　とめたものとされている。現在では散逸して中国で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は失われている医術書もこの中に引用されている
W．海外交流と水銀　　　　　（丹波’槙984°2°°2・『医訪』巻二＋は服石の薬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　害治療について四十二章に分けて説く。また巻十九
　古代中国・西周時代の『金文』の“朱”文字が、　　　では服石について心がけること、その毒性・禁忌に
朱砂から水銀をとるための土器の象形と理解できる　　　ついて述べる。この巻二十二章中十章が丹薬のこと
ことは、周知のことである（白川　1982）。また前漢　　　のようである。不老長寿薬として丹薬の飲みすぎで
書・巻25下の「黄治変化」は、飴の様になった金ア　　　中毒死した言い伝えは、平安時代以後の史書などに
マルガムから水銀を気化させて金を取り出す作業を　　　散見することは周知のことである。
説明しているという　（松田　1970；佐藤・齋藤　　　　　しかし庶民たちにとって丹薬は高値の花であった。
2007）。このように古代中国では身近なものとして、　　　この服用による中毒死は貴族たちに限られていたよ
また神仙思想のもとで不老長寿の薬として「水銀・　　　うだ。またこの『医心方』などを使って施療するも
丹」が珍重された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは、世襲されることが多かった。その者が縁者か
　日本には遣階使時代（AD600～608）、神仙思想は徐　　　　ら見出せないときは、秘伝書は壁に塗りこむなどし
福伝説や蓬莱伝説として、練丹術と共に伝来してい　　　て、乱用されることが避けられた。丹薬（水銀）の
たようだ。以下、箇条書き風に大陸との交流を大西　　　功罪についての知識の一般的な流布を避けようと腐
（1928）矢嶋（1963）二論文から整理すると，　　　　　　　心していたことがうかがわれる。
　AD777　渤海使、返貢物として水銀（大一〇〇両）
　　を受け取る・『続日本記’巻三四』　　　　　　　　　皿奈良時代から江戸時代までの水銀によ
A饗た警二羅萎f客に水銀一七五斤を　る被害
　AD　1072　入宋僧・成尋は渡海乗船料として絹・金　　　　　古来、辰砂掘りについての伝聞は、中央構造線に
　　と水銀一八〇両を支払った。『扶桑略記』『参天　　　　沿った伊勢・奈良・阿波国を中心に日本全土、各地
　　台五台山記』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から伝わっていた（松田　1970）。しかし、直接的な
　ADlO73帰国した成尋の弟子が、宋皇帝の書と新　　　水銀汚染への言及史料は意外と少ない。
　　訳経三百余巻を携えて帰国してきた。返貢物と　　　　研究者たちはかすかな事実から、このことについ
　　して水銀五〇〇〇両を送った。『百錬抄』　　　　　　　て推論を重ねてきた。たとえば奈良大仏の鋳造鍍金
　AD　1084筑前にて商取引、水銀二百五十斤を含む。　　　作業に従事した人たちの災害について、伝承として
　　『高麗史』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“～あまりの難工事なので、見るに見かねて、どこか
　AD1298五島列島から元に出帆する船より水銀が　　　らか500人ほどの羅漢さんのような人たちが手伝いに
　　盗まれる。この頃を境として水銀の輸出は衰え　　　来た。完成を見届けて、いずこともなく去っていっ
　　てゆく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た”。“東大寺中門の近くにある五百立像は水銀中毒
　逆に徳川時代になると、水銀の輸入が始まる。　　　　　の犠牲者の供養塔ではないか”。“大仏師国中公麻呂
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は水銀中毒を防ぐために口覆いを用いさせた”など　　　は実は堕胎剤であることが、中村直勝により考証さ
がある（三浦　1966；岩崎　1962；田中八郎　2004）。　　　れた（和田　1993）。
しかしこれらについて確たる史料は見つかっていない。　　　　この軽粉製造は、水銀を釜に入れて焼くのである
　AD699『続日本記』文武帝二年、伊勢国より水銀　　　が、その同業者組織は固く、釜元の権利は厳重に管
の産出が記載されている。以来、日本産水銀の産　　　理されていた。この権利は文安・永禄年間（ADI444
出・献上・利用の記録は“伊勢”を中心にもたらさ　　　～1569）には83釜であった。元和年間（AD　1615～
れている。しかし、「奈良朝以後四百数十年間、伊勢　　　　1623）に16釜に減少したが、その理由として従事者
水銀（公的）史料は欠けて全く不明のまま葬られて　　　の体調不良に拠る転地希望など、製造中に中毒発生
いる」（大西　1918）。また、『今昔物語』（ADIl30頃）　　　を思わせる記録がある　（野田　1960）。また三浦
の欠失巻である巻十七を『史籍集覧』から引証する　　　（1978）は、天保年間から明治初年までの38年間で16
と、「伊勢・飯高の者、水金を掘るため穴に入って行　　　株の釜元にたいして、40～50回の釜の権利の譲渡が
ったが落盤で閉じ込められた。日頃信心している地　　　行われ、その理由は本人の病気が理由であったと記
蔵尊に祈ったら、紙燭をもった小僧があらわれ、導　　　載する。
いてくれ外へ出ることができた」とある。これは特　　　　AD　1600年ころ徳川家康は佐渡鉱山の産出量に関心
に鉱山死に関する説話ではないが、ほとんどこの時　　　を持った。特にその関心は銀アマルガム法による増
代の資料が少ない中で貴重である。　　　　　　　　　　　産であった。慶長13年（ADI608）「床屋水銀流し、
　当時の山林破壊の状態や生活状況について、室町　　　是も無油断申付候事」（川上家文書）の史料から、当
時代歌人・正徹は『草根集』（AD　1473頃）に、　　　　　　時水銀長屋が稼動していたことが判明した。本史料
　（9937）身はかくて朽木の杣木引く網の耐えて苦　　　　には当時、鉱山経営にあったっていた大久保長安と
　しき世をやつくさん　　　　　　　　　　　　　　　　出入り商人たちの文書の検討が詳細に行われている。
　（9939）根を耐えて　きえぬたつ木もあれぬべし　　　確かに水銀中毒に関する直接的な指摘は認められな
　水の金ほる　丹生の袖山　　　　　　　　　　　　　　　いが、銀精錬法が鉛灰吹法からアマルガム法に一時
と詠む（赤羽他　1990）。また田中八郎『大和誕生と　　　期転換されていったことを立証している。しかしそ
水銀』（2004）も環境問題について民俗的史料を提示　　　　の直後の元和二年（ADl616）、安価な鉛の輸入が始
する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まり明治期までは、アマルガム法は一時期姿を消し
　この後、江戸時代に入ると大切な資料があらわれ　　　てしまう（矢嶋　1963；田中圭一　1990）。鉱山の精
る。我が国における梅毒流行の最初の記録はAD512　　　錬過程におけるアマルガム法は、このように数回の
（永正9年）のものである。以来、その治療薬（駆梅　　　紆余曲折を経ているが、大正年間において佐渡鉱山
剤）として伊勢軽粉（甘乗の一種）が用いられたと　　　で稼動していたアマルガム法精錬装置の絵葉書を入
されてきたが、近年、「ハラヤ」と呼ばれていたこれ　　　手したのでここで図2として示す。
図2．佐渡金山のアマルガム法装置
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　この項の最後になったが、ここで菅江真澄の『秀　　　るとき、有毒物質として数万倍に拡散するため、工
酒企乃温濤』（AD　1813）の記事を引用する。鉱山労　　　　程を終了するまでは呼吸を止めるか、十分な換気が
働者の悲惨さを伝える一文と思うからである。この　　　必要である。開放屋外で炭火コンロを用いて行うの
大葛金山（秋田）の精錬時に、アマルガム法が行わ　　　が望ましい」と、気化水銀の怖さが語り継がれてき
れたとの確証はない。しかし採鉱精錬に従事してい　　　たことを伝えた。
た者、また鍍金に従事していた者の有様は、これと　　　　鯉沼茄吾（1925）は、大正10年、甲冑にアマルガ
そう遠くなかったと思うからである。　　　　　　　　　　ム塗布中におきた中毒状態を調査し、以下の報告と
　「わきてここのこがね山は、こと山とことなるふ　　　した。「使用水銀ノ全量ハ160匁ニシテ、コレニ金粉
り多し、いつらの山にても、かなほりの工となる身　　　46匁ヲ加フ、ソノ割合ハ金一二対シ水銀四ナリ。コ
は、燗てふ病して齢短く、四十と世にふるものはま　　　　レヲ容器二入レテ加熱シ細川紙二包テ圧縮シ過剰ノ
れなり、くにのならひとて、四十二のとし厄を挙り　　　水銀ヲ解除ス。～銀台二梅酢ヲ塗テ脱錆シ、箆ヲモ
て祝うは、とめるは、とほしきもなしへなうすれば、　　　ッテ『アマルガム』ヲ塗リ、炭火上ニアタタメツツ、
かなほりの家にては、男三十二と齢のつもれば、よ　　　刷毛ヲ以テ摩擦スレバ、水銀ハ蒸発シサリテ台上二
そちふたつのとし祝いのこころもて、年賀しけると　　　金ノミ残留ス。作業場ハ三坪ノ物置ヲ改造シタルモ
なん、さりければ、誰も女は若くして男におくれ、　　ノニシテー面二入ロアリ、中央二火鉢ヲ据キ、火鉢
身の老いぬるまでは、七たり、八たりの夫をもたる　　　二対座シテ作業シ、助手ハ或ハ此室二入リテ手伝ヒ、
が多しと、声のみて語りけるに、なみたおちたり」　　　或ハ室外ニアリテ他ノ作業二従事セリ」。鍍金師らは
（三浦　1978）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江戸時代の金銀細工師の伝統的手法を継承して作業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　していた。平生は1日作業すると数日休んでいたが、
x．アマルガム法による鍍金師の障害　　このときは依頼主から急がされていたので・7腱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続で一日10時間の作業をしている。助手3名は健康
　水銀の用途は仏像の鍍金、丹薬としての使用のほ　　　を害し内2名は中途で作業から離れた。彼は33歳、
か、古代ではいかなる用途があったのであろうか。　　　長く鍍金業に従事し生来健康であった。
『延喜式・内匠寮式』（AD927）には多くの水銀の使途　　　　　この鍍金師の健康被害状況は、次のように継続し
項目が挙げられている。いくつか次に書き出してみる。　　　　て記録されている。貴重な資料である。
　五尺屏風骨五十帖　八十三両二分。釘に鍍金・鍍　　　　　　作業第一日目、作業後咽喉異常を呈し、声音し
　　　　　　　　　銀している。　　　　　　　　　　　やがれる。
　御斗帳一具　　　　小三両一分　　　　　　　　　　　　　　第二日目、朝、洗面の際、口内より出血し、食
　御輿・一具　　　　　小十五両　　　　　　　　　　　　　　　欲なし。
　御腰輿一具　　　　小二分　　　　　　　　　　　　　　　第三日目、めまいを感じ、記憶力減退し、顔色
　牛車一具　　　　　小八両　　　　　　　　　　　　　　　　　　悪く、下顎リンパ腺腫れ上がり、口臭あり。
　伊勢初斎院装束　　小二両二分　　　　　　　　　　　　　　　第四日目、以降、身体次第に疲労が増し、頭痛、
　五尺屏風四帖　　　五両二分　　　　　　　　　　　　　　　眩量、悪寒有り、歯茎腫れ上がり、夕方、歯
　野宮装束輿一具　　小十三両　など、　　　　　　　　　　　　　茎より多量の出血あり。
また太刀を水銀で磨くために用いられた。このよう　　　　　第八日目、「クロール」酸カリ液にてうがいする。
に寺々は、内外の装飾や仏具などを鍍金・鍍銀する　　　　　　夜はウイスキーを飲む。
ためにも水銀を蓄えていた。メッキするために研磨　　　　　第十日目、下顎第三臼歯脱落、血尿、下痢有り。
が繰り返され、梅酢が用いられた（小林　1962）。こ　　　　　　一ヵ月後、歯茎の炎症続き、発赤出血有り、頭
れらの仕事に従事した者たちの水銀気化作業時の吸　　　　　　重を訴える。
入被害は当然推測できるが、前述した「伊勢軽粉」　　　　　半年後、頭重続き　記憶力減退、重聴あり、震
の製造組合員の気化水銀吸入による離脱の伝聞以外　　　　　　頭なし。
は、江戸時代にそれを指摘した史料は少ない。　　　　　　　　この記録は、奈良時代から江戸時代まで続いてい
　時代は一気に現代になるが、アマルガム鍍金の名　　　た、同様のアマルガム飛ばしによる、鍍金師たちの
工・青柳智弘は、アマルガム鍍金の最終工程の加　　　無機水銀蒸気の吸い込みによる健康被害の有様を正
熱・水銀飛ばしについて、「加熱した水銀は蒸気にな　　　確に再現している。
Historical　Review　of　Mercury　Pollution　Experienced　Japanese　People　　13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林行雄（1962）：『古代の技術』塙書房
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っていた者の子孫たち一族も含まれているという。　　　　615－625
時を経てこれらはいくつかの芸能衆と合流し、猿楽　　　三浦豊彦（1978）：『労働と健康の歴史・第1巻』16－24
から能へと発展する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働科学研究所
　郡司正勝（1984）は「芸能とは舞台で前表“きざ　　　内藤正敏（1974）：『ミイラ信仰の研究・古代化学からの
し”を見せるのが本源ではなかったのか。その隙間　　　　投影』大和書房
に反体制の抹殺された怨念の異形の化身が登場する。　　　野田只夫（1960）：伊勢の白粉『日本産業史大系6・近畿
中世の能の幽霊劇は、体制者側の安堵のための成仏　　　　地方編』東京大学出版会
劇に仕立ててあるが、まだまだ浮かばれぬ身分の低　　　尾畑喜一郎（1968）：『古代文学序説』桜楓社
いものの数が充満している筈である」と論述する。　　　　大西源一（1918）：日本産水銀（特に伊勢水銀）の史的研
　能の主役はほとんど死者である。シテは今も持ち　　　　究　『考古学雑誌』1918－8－10（再掲；　谷川健一編
続けている生前からの妄執・怨念を語り、求めてい　　　　『金属の文化誌10235－257』三一書房）
る救済・悟りの道の遠いことを伝える。面は悲運な　　　坂本太郎校注（1967）：『日本書紀・上下；日本文学大系
名もない者たちの化身の象徴であろう。怨霊面には　　　　67』岩波書店
傑作が多い。聴衆はその面から異界へ、千年の昔に　　　佐藤忠司（2004）：r臨床心理査定アトラス』培風館
引き込まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤忠司・齋藤恒（2007）：出生前後に有機水銀曝露を受
　正史に刻まれず無念の思いで土に帰った人々の姿　　　　けたと推定される人たちの40年後の人格像；佐藤忠司
に近づくことは、至難であることには変わりがない。　　　　編『臨床心理査定アトラス法への招待』122－145培風
しかし、この水銀史料の断片をつなぎ合わせること　　　　館
によって、能が伝え続け、郡司が論破した世界に近　　　　佐藤忠司（2008）：水銀汚染のクロスロードの展望と先史
づけるのではないか。それが、今後の有機水銀曝露　　　　　時代の「岩壁画」への接近手法の共通項　『新潟青陵
を受けた方々にたいし、現代社会が果たすべき責務　　　　大学大学院・臨床心理学研究』287－90
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